
内
子
町
職
は
５
月
27
日
、

青
年
部
主
催
「
賃
金
学
習
会
」

を
開
催
し
38
人
が
参
加
。
今

回
は
総
務
課
人
事
給
与
係
か

ら
給
与
や
手
当
の
説
明
、
井

口
委
員
長
か
ら
『
職
員
組
合
』

に
つ
い
て
、
『
自
治
労
連
共

済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
当
日
は
今

年
の
新
規
採
用
職
員
も
参
加

し
、
学
習
会
後
に
は
懇
親
会

で
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
『
共
済
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
』
は
、
６
月
末
ま
で

に
組
合
員
の
約
８
割
の
加
入

協
力
が
広
が
り
、
福
利
厚
生

担
当
役
員
か
ら
「
健
康
告
知

該
当
で
保
険
加
入
を
あ
き
ら

め
て
い
た
組
合
員
さ
ん
か
ら

『
私
も
加
入
で
き
る
の
な
ら
、

本
当
に
う
れ
し
い
』
と
言
わ

れ
た
」
と
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。

西
条
市
職
労
は
５
月
27
日

「
青
年
部
定
期
大
会
」
を
開

催
し
25
人
が
参
加
。
八
木
委

員
長
が
「
西
条
市
の
青
年
部

は
県
内
で
も
活
発
な
活
動
を

行
っ
て
い
る
と
評
判
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
り
活
発
な
活

動
を
」
と
激
励
。
青
年
部
の

活
動
予
定
に
対
し
て
は
討
論

で
「
あ
く
ま
で
も
予
定
で
あ

り
、
新
た
な
役
員
体
制
で
話

し
あ
い
、
よ
り
よ
い
青
年
部

活
動
を
行
っ
て
ほ
し
い
」
と

発
言
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た

大
会
終
了
時
に
、
新
採
職
員

に
自
己
紹
介
を
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
選
任
さ
れ
た
佐
伯

新
部
長
は
「
青
年
部
活
動
を

よ
り
盛
り
上
げ
て
『
新
し
い

風
』
を
吹
か
せ
た
い
」
と
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。
大
会
終

了
後
同
会
場
で
の
「
新
採
歓

迎
会
」
で
は
、
お
酒
を
酌
み

交
わ
し
職
場
の
悩
み
な
ど
を

相
談
し
た
り
、
先
輩
職
員
の

元
気
な
姿
が
見
ら
れ
た
り
と
、

青
年
部
な
ら
で
は
の
楽
し
い

歓
迎
会
と
な
り
、
深
夜
ま
で

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

新
居
浜
市
職
労
は
、
６
月

17
日
、
昨
年
好
評
だ
っ
た

「
新
組
合
員
歓
迎
焼
肉
交
流

会
」
を
行
い
19
人
が
参
加
。

今
回
の
歓
迎
会
を
機
に
、
再

度
職
場
で
声
を
か
け
、
３
人

の
新
採
さ
ん
が
新
た
に
組
合

に
加
入
し
ま
し
た
。
は
じ
め

に
『
自
治
労
連
共
済
』
に
つ

い
て
の
説
明
を
行
い
、
食
事

を
待
つ
間
、
み
な
真
剣
に
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
な
が
め
て
い

ま
し
た
。
食
事
と
飲
み
物
が

到
着
す
る
と
委
員
長
の
乾
杯

の
合
図
で
交
流
会
を
ス
タ
ー

ト
！
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
な
が

ら
食
事
を
す
る
こ
と
で
、
職

場
の
先
輩
も
新
採
さ
ん
も
打

ち
解
け
た
様
子
で
会
話
を
交

わ
し
て
い
ま
し
た
。

６
月
４
～
５
日
、
全
労
連

四
国
「
第
18
回
働
く
も
の
の

学
習
交
流
集
会
in
高
知
」
が

室
戸
市
が
開
か
れ
、
四
国
４

県
か
ら
青
年
ら
１
０
０
人
が

参
加
。
愛
媛
か
ら
大
学
生
・

社
会
人
な
ど
14
人
が
参
加
。

集
会
で
は
、
ま
ず
レ
ク
『
み

ん
な
で
Ｆ
Ｆ
ド
ッ
ジ
ビ
ー
』

で
交
流
。
夕
方
は
『
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
』
で
交
流
。
翌
日
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
５
つ
の
テ
ー

マ
＝
①
最
低
賃
金
、
②
消
費

税
、
③
原
発
、
④
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、

⑤
安
保
法
制
に
つ
い
て
、
チ
ャ
ー

ト
表
に
生
活
・
仕
事
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
付
箋
を
貼
り

討
論
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

後
、
岩
佐
和
幸
先
生
（
高
知

大
学
教
授
）
の
講
演
を
聞
い

て
再
度
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。

講
演
を
聞
い
て
１
回
目
と
２

回
目
の
変
化
が
可
視
化
で
き

ま
し
た
。
最
後
に
、
参
議
院

選
挙
に
向
け
て
投
票
を
よ
び

か
け
る
ボ
ー
ド
を
持
っ
て
記

念
撮
影
。
４
県
の
青
年
が
職

種
・
世
代
を
超
え
交
流
で
き

ま
し
た
。

県
本
部
青
年
部
は
６
月
11

日
「
定
期
大
会
」
を
開
催
し

５
単
組
18
人
が
参
加
。
山
内

青
年
部
長
が
部
長
と
し
て
の

２
年
間
の
活
動
を
振
り
返
り
、

あ
い
さ
つ
。
自
治
労
連
青
年

部
の
岡
崎
書
記
次
長
か
ら

『
全
国
の
青
年
が
結
集
す
る

大
切
さ
』
と
題
し
て
「
青
年

の
置
か
れ
て
い
る
状
況
・
青

年
が
結
集
す
る
大
切
さ
」
に

つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
討
論
で
は
「
ク
リ
ス

マ
ス
パ
ー
テ
ィ
」
「
賃
金
学

習
会
」
「
映
画
会
」
な
ど
単

組
青
年
部
活
動
を
発
言
。
経

過
報
告
・
運
動
方
針
案
・
新

役
員
が
確
認
さ
れ
、
力
石
新

部
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

6
月
11
～
12
日
「
ド
キ
ジ
ャ

ム
in
松
山
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
四
国
」

が
『
レ
イ
ン
ボ
ー
ハ
イ
ラ
ン

ド
』
で
行
わ
れ
、
県
内
外
か

ら
40
人
（
愛
媛
34
・
高
知
２
・

徳
島
２
・
本
部
２
）
が
参
加
。

ド
キ
ジ
ャ
ム
で
は
、
レ
ク
で

『
ポ
ー
ト
ボ
ー
ル
』
＆
『
キ

ン
ボ
ー
ル
』
を
行
い
、
み
ん

な
真
剣
に
競
技
。
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
と
よ
ば
れ
る
『
キ
ン

ボ
ー
ル
』
は
未
経
験
者
も
多

く
、
大
き
な
球
を
使
う
た
め
、

み
ん
な
で
協
力
し
て
一
生
懸

命
走
り
、
勝
利
を
め
ざ
し
ま

し
た
。
レ
ク
の
後
『
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
』
で
大
交
流
！
各
地

か
ら
お
土
産
も
あ
り
、
参
加

者
が
互
い
に
話
し
あ
い
、
楽

し
く
交
流
。
翌
日
ク
ラ
フ
ト

で
『
木
の
輪
切
り
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
』
や
『
う
ぐ
い
す
笛
』

を
作
成
。
２
日
間
で
い
ろ
ん

な
人
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。

次
は
も
っ
と
参
加
者
を
増
や

そ
う
と
話
し
ま
し
た
。

（１） 第４７４号
自 治 労 連 愛 媛 ２０１６年 ７月１５日

第 ４７４ 号

日 程

【７月】
15 内子町職定期大会

伊予市職労定期大会
23 県本部第75回定期大会
24 女性部全国代表者会議
26 新居浜市職労定期大会
27 人勧直前中央行動（東京）
29 西条市職労定期大会

南予総支部定期総会
30 現業評全国代表者会議
31 青年部全国代表者会議
【８月】
２ 非正規全国代表者会議
11 県子育て支援課要請懇談
17 県本部拡大執行委員会
20 自治労連全国部評会議
21 自治労連全国大会

（岡山～23）
26 元周病職員裁判判決

（高松高裁）

今年春、各自治体で『特定事業主行動計画』が策定されています。この『計画』は、

次世代育成支援対策推進法および女性活躍推進法にもとづき策定・公表されたもので、

県内のある市では「すべての職員を対象に、ワークライフバランス・子育てと仕事の両

立・女性の活躍の推進に向けて取り組み、市役所をより良い組織、より働きやすい職場

にするとともに、地方公共団体として地域社会の模範となろう」と提起しています。

私たち自治労連の組合は「職場の声を集め、学習し行動し、要求し交渉し、職場に返

す要求活動」が《組合活動の第１の原点》と考え、「職場づくり」「仲間づくり」とあ

わせて、全県各地・各単組で活動をすすめています。



西
予
市
職
労
は
６
月
７
日

「
定
期
大
会
」
を
開
催
し
90

人
が
参
加
。
執
行
部
が
《
組

合
活
動
の
３
つ
の
原
点
》
①

要
求
活
動
、
②
職
場
づ
く
り
、

③
仲
間
づ
く
り
に
基
づ
く
活

動
経
過
と
運
動
方
針
案
を
報

告
・
提
案
し
、
全
議
案
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
春
の

新
組
合
員
19
人
が
参
加
し
、

議
事
終
了
後
に
ひ
と
り
ず
つ

自
己
紹
介
し
、
抱
負
を
語
り

ま
し
た
。
和
気
委
員
長
が

「
委
員
長
３
期
目
に
な
り
ま

す
。
２
年
前
委
員
長
に
な
る

直
前
に
、
ひ
と
り
の
組
合
員

さ
ん
か
ら
職
場
の
悩
み
を
相

談
さ
れ
『
彼
の
た
め
に
、
仲

間
の
た
め
に
何
か
で
き
れ
ば
』

と
思
っ
た
の
が
私
の
組
合
活

動
の
原
点
。
組
合
活
動
に
と

き
め
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

も
う
１
年
頑
張
り
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
。
最
後
に
『
大
会

ス
ロ
ー
ガ
ン
』
を
全
員
で
唱

和
し
ま
し
た
。

松
山
市
職
労
は
６
月
９
日

「
新
組
合
員
歓
迎
会
＆
県
本

部
野
球
大
会
祝
勝
会
」
を
開

催
し
32
人
が
参
加
。
春
の

『
自
治
労
連
共
済
み
ん
な
の

安
心
・
支
え
あ
い
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
』
で
、
９
割
以
上
の
現
業

組
合
員
の
共
済
加
入
が
あ
り
、

共
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
波
及
効

果
で
４
月
に
10
人
が
新
た
に

組
合
に
加
入
し
ま
し
た
。
４

月
に
異
動
し
た
組
合
員
が
新

し
い
職
場
で
組
合
員
を
拡
大

す
る
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
も

あ
り
ま
し
た
。
新
加
入
組
合

員
と
執
行
部
・
職
場
役
員
が

和
気
あ
い
あ
い
と
懇
談
し
、

新
組
合
員
が
自
己
紹
介
し
ま

し
た
。
「
年
に
２
回
程
度
、

組
合
員
が
こ
う
や
っ
て
交
流

し
た
ら
え
え
な
あ
」
と
い
う

意
見
も
あ
り
、
団
結
を
強
め

る
い
い
機
会
に
な
り
、
現
業

職
員
の
新
規
採
用
に
向
け
て

の
チ
カ
ラ
に
つ
な
が
る
集
い

と
な
り
ま
し
た
。

県
本
部
医
療
介
護
評
議
会

は
６
月
５
日
「
定
期
総
会
」

を
内
子
町
で
開
催
し
15
人
が

参
加
。
濱
田
会
長
が
あ
い
さ

つ
し
「
医
師
・
看
護
師
を
増

や
す
請
願
が
松
山
市
で
初
め

て
意
見
書
採
択
さ
れ
た
が
、

ま
だ
ま
だ
課
題
が
多
い
」
な

ど
報
告
。
運
動
方
針
提
起
後

の
職
場
交
流
で
は
「
看
護
師

不
足
で
職
場
環
境
が
悪
化
し

非
正
規
に
も
離
職
が
広
が
っ

て
い
る
」
な
ど
、
人
員
不
足

が
深
刻
化
し
て
い
る
状
況
が

多
く
出
さ
れ
「
奨
学
金
制
度

の
活
用
を
は
じ
め
た
」
な
ど

の
と
り
く
み
も
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
秋
に
は
『
医
師
・
看

護
師
増
員
へ
の
新
署
名
』
が

始
ま
り
、
す
べ
て
の
職
場
で

署
名
に
と
り
く
む
こ
と
な
ど

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

県
自
治
体
一
般
コ
コ
ロ
分

会
（
内
子
社
協
）
は
６
月
10

日
「
新
採
職
員
共
済
説
明
会

＆
執
行
委
員
会
」
を
行
い
17

人
が
参
加
。
共
済
説
明
を
聞

き
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
み
た
組

合
員
か
ら
「
こ
れ
っ
て
か
な

り
安
い
で
す
よ
ね
！
」
「
退

職
し
て
も
加
入
を
続
け
る
こ

と
は
で
き
ま
す
か
？
」
な
ど

の
感
想
や
質
問
が
出
さ
れ
、

役
員
が
て
い
ね
い
に
答
え
な

が
ら
共
済
加
入
を
勧
め
ま
し

た
。
執
行
委
員
会
で
は
、
職

場
で
書
類
作
成
が
で
き
る
よ

う
に
保
育
士
を
採
用
し
確
保

し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
要
求

内
容
が
確
認
さ
れ
、
要
求
書

を
提
出
す
る
こ
と
を
確
認
。

こ
れ
に
あ
わ
せ
『
分
会
ニ
ュ
ー

ス
・
コ
コ
ロ
通
信
』
を
発
行

し
、
要
求
内
容
を
組
合
員
に

知
ら
せ
、
団
体
交
渉
の
準
備

を
す
す
め
て
い
く
こ
と
を
決

め
ま
し
た
。

内
子
町
・
特
別
擁
護
老
人

ホ
ー
ム
・
み
ど
り
苑
労
働
組

合
は
６
月
24
日
「
定
期
大
会
」

に
組
合
員
17
人
全
員
が
参
加
。

最
初
に
清
水
委
員
長
が
介
護

現
場
の
大
変
さ
や
制
度
改
悪

の
状
況
も
盛
り
込
み
な
が
ら

「
組
合
員
み
ん
な
で
話
し
あ
っ

て
、
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」

と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
大

会
で
全
議
案
を
全
員
一
致
で

承
認
し
、
新
役
員
が
提
案
・

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
新
委
員

長
の
平
井
さ
ん
が
「
委
員
長

を
引
き
継
ぎ
ま
す
。
み
ん
な

で
チ
カ
ラ
を
あ
わ
せ
て
が
ん

ば
り
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ

つ
。
最
後
に
『
団
結
が
ん
ば

ろ
う
』
で
大
会
を
締
め
く
く

り
ま
し
た
。
県
本
部
の
若
藤

副
委
員
長
が
「
全
員
参
加
で

の
大
会
開
催
は
す
ご
い
。
組

合
員
を
一
人
ず
つ
増
や
し
て

が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。

市
立
宇
和
島
病
院
労
組
は

６
月
24
日
「
定
期
大
会
」
を

開
催
し
33
人
が
参
加
。
川
口

委
員
長
が
こ
の
１
年
の
活
動

に
触
れ
、
◎
夜
間
勤
務
の
15

分
切
り
捨
て
問
題
が
賃
金
支

払
さ
れ
る
こ
と
で
解
決
。
◎

人
勧
も
プ
ラ
ス
勧
告
で
差
額

支
給
で
き
た
と
賃
金
改
善
が

す
す
ん
だ
こ
と
、
◎
非
正
規

の
療
養
休
暇
が
新
設
さ
れ
３

日
間
の
有
給
と
な
っ
た
こ
と

は
一
歩
前
進
と
報
告
。
新
年

度
の
方
針
で
は
、
現
在
交
渉

中
の
『
36
協
定
』
と
『
夜
勤

専
従
職
員
制
度
』
に
つ
い
て

「
労
働
時
間
管
理
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
８
割
の
職
員
が
『
残

業
申
請
で
き
な
い
こ
と
が
あ

る
』
と
回
答
。
長
時
間
勤
務

と
な
ら
な
い
よ
う
今
後
の
交

渉
で
改
善
し
た
い
」
と
提
案

し
、
全
議
案
が
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
前

に
は
「
女
性
部
定
期
総
会
」

を
開
催
、
７
月
の
夏
祭
り
浴

衣
着
付
、
秋
の
日
帰
り
旅
行
、

12
月
の
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

づ
く
り
な
ど
の
計
画
を
相
談

し
ま
し
た
。

■
こ
の
投
稿
が
載
る
頃
に
は

参
議
院
選
挙
、
決
着
が
つ
い

て
い
る
の
で
し
ょ
う
ね
。
今

一
度
18
歳
の
若
い
気
持
ち
も

思
い
出
し
、
こ
の
国
の
行
く

末
を
近
々
本
気
で
考
え
て
い

き
た
い
で
す
。
♪
君
が
描
い

た
未
来
の
中
に
僕
は
ど
う
映
っ

て
い
る
の
、
で
し
ょ
う
か
。

（
今
で
し
ょ
！
）

（
西
予
・
山
里
）

■
孫
が
通
っ
て
い
る
小
学
校

で
防
災
訓
練
が
あ
り
、
参
加

し
て
き
ま
し
た
。
初
め
て
起

震
車
に
乗
り
震
度
７
を
体
験

し
て
、
地
震
の
恐
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。
心
の
準
備
を
し

て
い
て
も
揺
れ
が
ひ
ど
い
と

身
動
き
が
取
れ
ず
、
実
際
に

起
こ
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と

不
安
が
募
り
ま
し
た
。

（
西
条
・
宮
城
）

■
先
日
、
今
話
題
の
迎
賓
館
、

赤
坂
離
宮
を
見
学
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
さ

に
日
本
の
建
築
技
術
の
す
ご

さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
ベ

ル
サ
イ
ユ
宮
殿
み
た
い
…
。

（
西
条
・
日
野
）

■
世
代
交
代
も
あ
っ
て
、
今

年
か
ら
田
植
え
デ
ビ
ュ
ー
し

ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
初
め
て

の
農
作
業
で
、
土
日
の
た
び

に
四
苦
八
苦
。
順
調
に
育
っ

て
、
秋
に
は
お
い
し
い
新
米

が
食
べ
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。

（
今
治
・
白
石
）

■
た
だ
い
ま
西
予
市
で
は
ク

ロ
バ
ネ
キ
ノ
コ
バ
エ
が
大
量

発
生
し
て
い
ま
す
。
色
々
な

所
に
う
よ
う
よ
…
。

（
西
予
・
井
上
）

■
人
間
ド
ッ
ク
の
胃
カ
メ
ラ

が
経
鼻
カ
メ
ラ
と
の
こ
と
。

な
か
な
か
高
い
ハ
ー
ド
ル
、

人
生
初
挑
戦
で
す
。

（
四
国
中
央
・
山
岡
）

自 治 労 連 愛 媛
（２）第４７４号 ２０１６年 ７月１５日

■
４
７
２
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
マ
イ
ナ
ス
キ
ン
リ
」

（
マ
イ
ナ
ス
金
利
）
で
し
た
。

正
解
は
11
通
で
し
た
。
正
解

者
の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し

ま
す
。
（
敬
称
略
）

片
山

紘
子
（
西

予
）

白
石

聡
（
今

治
）

日
野

明
美
（
西

条
）

大
西

京
子
（
周
桑
病
院
）

西
崎
み
ど
り
（
西

予
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係

〒
７
９

０
‐
０
０
０
３

松
山
市
三

番
町
８
丁
目
10
‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可

１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
８
月
27
日
【
発

表
】
４
７
６
号
（
９
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】
①特定の劇場で行う映画の封切り上映、

金曜○○○○○○

④建築・彫刻に用いる一枚岩。

映画「2001年宇宙の旅」にも登場

⑦日本の歌。「○○○○秋みつけた」

⑧浅瀬などの水の流れ。小川の○○○○

⑨ずたずたにする。台風で鉄道が○○○○

された

【タテのカギ】
①真田家の家紋

②辺りかまわず怒鳴る。部下を○○○○○○

③類は友を○○

⑤水俣病の原因物質

⑥俳優・落語家など演芸を職業とする人。

大道○○○○

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
７
文
字
で
、

戦
国
武
将
に
し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


